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第 1 章
インストールを始める前に

このたびは FileMaker® ソフトウェアをお買い上げいただき、誠にあ  
りがとうございます。 FileMaker は情報を簡単、効果的に管理できる  
ように設計されています。

このガイドについて
この『インストールおよび新機能ガイド』では、FileMaker Pro 10 ま   
たは FileMaker Pro 10 Advanced を Windows または Macコンピュータ        
にインストールする方法を説明し、これらのソフトウェアの新機能
をご紹介します。

注意   このガイドでは、FileMaker Pro Advanced の特定の機能を説明      
する場合以外は、「FileMaker Pro」を、FileMaker Proと FileMaker Pro    
Advancedの両方を指すものとして使用しています。

『FileMaker Proユーザーズガイド』には、すぐに効率的な作業に取りか 
かるために必要な情報が記載されています。 FileMaker Pro の使用経験   
がない場合は、『FileMaker Pro チュートリアル』を行って、主要な機能  
を試してみてください。 あらゆる情報を網羅した手順ごとの操作と詳 
細については、 FileMaker Pro ヘルプを参照してください。

『FileMaker Pro Advanced デベロップメントガイド』では、FileMaker Pro    
Advanced で利用できる追加機能が紹介されています。メニューのカス 
タマイズ、テーブルのコピーとインポート、強化されたデータベー
ス デザイン レポート、データビューアでのフィールド、変数、式の  
監視など、新機能も説明されています。

注意  ある機能または手順が特定のプラットフォームを対象としてい
る場合は、説明および図もそのプラットフォームに固有の内容です。 
両方のプラットフォームに共通する機能や手順については、Windows 
または Mac OS のいずれかの図が表示されます。

このガイドについてのフィードバックをお送りになる場合は
www.filemaker.co.jpを参照してください。 
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サポートと製品情報
テクニカルサポートとカスタマサービスに関する情報については、
www.filemaker.co.jp を参照してください。

既成のソリューションやテクニカルサポートインフォメーション、
および FileMaker Knowledge Base などの FileMaker の Web サイトにあ        
るリソースにアクセスするには、[ヘルプ] メニュー から [リソースセ   
ンター ] を選択します。 

インターネット接続がない場合には、製品に同梱されている
『FileMaker Customer Services』ドキュメントを参照してください。

更新の通知
FileMaker Pro 10 は 7 日ごとにソフトウェアの更新を自動チェック     
します。 インターネットに接続することができる場合は、更新 Web  
ページにアクセスし、ソフトウェアの更新をダウンロードできます。
[ヘルプ] メニュー から [ダウンロードと更新] を選択して、後から更    
新することができます。

注意   この機能では、ソフトウェアはインストールされません。   
アップデータソフトウェアへのアクセスとダウンロードには、イン
ターネットへの接続が必要です。 

更新の通知を無効にするには、次のいずれかの操作を行います。
1 [更新の通知] ダイアログボックスで、[更新を自動チェックしな
い] を選択して [はい] をクリックします。

1 Windows の場合、[編集] メニュー から [環境設定...] を選択しま     
す。 Mac OS の場合は、[FileMaker Pro] メニュー から [環境設定...]       
を選択します。 [一般] タブで [7 日ごとに更新を自動チェック] オ     
プションの選択を解除します。 更新の通知を再び有効にするに 
は、この設定を選択します。

更新の通知を無効にすると、[更新の通知] ダイアログボックスは表 
示されません。
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ライセンスキーについて
FileMaker ソフトウェアには、35 桁の英数字の固有のライセンス  
キーが付属します。 ライセンスキーを、紛失しないようにご注意く 
ださい。 ライセンスキーは、ソフトウェアの再インストールが必要 
な場合に備えて安全な場所に保管することをお勧めします。

ライセンスキーは、CD ケースの裏にあります。 ソフトウェアをイン  
ストールならびにアクティベートするには、有効なライセンスキー
を入力する必要があります。 ソフトウェアのアクティベーションに 
ついては、29 ページの「FileMaker Pro の アクティベーション」を参    
照してください。

ライセンスキーは、一度に１台のコンピュータで本ソフトウェアの
コピー１部の使用が許諾されるエンドユーザライセンスアグリーメ
ントに従うために使用されます。詳細については、ソフトウェアを
インストールしたアプリケーションフォルダにある FileMaker Pro  
または FileMaker Pro Advanced のソフトウェアライセンスを参照し    
てください。ライセンスキーが無効、または同一のライセンスキーに
よりインストールされたアプリケーションがネットワーク上の別の
コンピュータで実行されている場合、FileMaker Pro アプリケーショ  
ンによって、次のエラーメッセージが表示されます。 「現在、最大 
登録者数でこの FileMaker Pro を使用しています。」

このエラーメッセージが表示された場合、入力されたライセンスキー
がすでに使用されていることを示しています。 複数のコンピュータに 
FileMaker Pro をインストールするには、各ユーザに個別のライセンス  
キーを使用するか、ボリュームライセンスアグリーメントに基づいて
ライセンスを取得する必要があります。ユーザ１人に対して
FileMaker Pro を１部ずつ購入する必要があります。

必要なハードウェアとソフトウェア
重要   FileMaker では、この『インストールおよび新機能ガイド』の作    
成時に、次に示した Windows および Mac OS オペレーティングシステ     
ムで FileMaker Pro 10 をテストしています。 オペレーティングシステム     
のより新しいリリースでは、FileMaker Pro は動作する場合もあります  
が、動作しない場合もあります。 より新しいオペレーティングシステム 
の詳細については、www.filemaker.co.jp を参照してください。
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FileMaker Pro をインストールして使用するには、次のハードウェア  
とソフトウェアが最低限必要です。

Windows の必要条件
1 Windows Vista SP1 Home、Business、または Ultimateの場合、    

Pentium III 800 MHz 以上、512MB の RAM

1 Windows XP SP2 の場合、 Pentium III 700 MHz 以上、256MB の RAM

1 SVGA（1024x768）以上の解像度のビデオアダプタおよびディス
プレイ

Mac OS の必要条件
1 PowerPC G4 以上のプロセッサを搭載した Macintosh コンピュー    
タ、または Intel ベースの Macintosh コンピュータ

1 Mac OS X バージョン 10.5、512 MB の RAM

1 Mac OS X バージョン 10.4.11、256 MB の RAM

注意   PowerPC 向けに作成された Mac OS プラグインを Intel ベースの         
Mac コンピュータでネイティブに実行するためには、ユニバーサルバ 
イナリとして再コンパイルする必要があります。  ユニバーサルバイナ  
リによって、アプリケーションは、PowerPC と Intel ベースの Macintosh    
コンピュータ両方でネイティブに実行できます。 Intel ベースの  
Macintosh 上で FileMaker Pro 10 で使用する必要がある FileMaker Pro の        
旧バージョンからのプラグインがある場合は、FileMaker Pro を Rosetta   
で実行するように設定できます。 [Finder] で [FileMaker Pro] を選択し     
て、[ファイル] メニュー から [情報を見る] を選択し、[Rosetta を使って     
開く] オプションを選択します。

ネットワークを使用する場合の条件
ネットワーク上の他のコンピュータと FileMaker Pro ファイルを共   
有するため、 FileMaker Pro 10 では、TCP/IP ネットワークプロトコル     
をサポートしています。コンピュータにインストールされていて使
用中のネットワークプロトコルが不明な場合は、インストールを開
始する前にネットワーク管理者に確認してください。
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ネットワークに接続するには、コンピュータにネットワークカード
が装着されていて、必要なソフトウェアがインストールされている
必要もあります。

FileMaker Pro ネットワーク共有では、 (ホストならびにインスタン
ト Web 公開接続を除く ) 最大 ９人までのユーザが同時に共有ファイ
ルにアクセスすることができます。ネットワーク上で９人より多く
のユーザで同時にファイルを共有するには、さらに利用しやすく、
セキュリティが強化され、パフォーマンスの向上した FileMaker 
Server の使用をお勧めします。FileMaker Server の詳細について
は、www.filemaker.co.jp を参照してください。

Web 上でデータベースを公開する場合の 
条件
FileMaker Pro インスタント Web 公開を使用して Web 上でデータ
ベースを公開するには、TCP/IP 経由で接続されているインター
ネットまたはイントラネットにアクセスできるホストコンピュータ
が必要です。

FileMaker Pro のインスタント Web 公開では、同時に最大 5 名のユー
ザがデータベースを共有することができます。 さらに多くの Web 統
合と接続のためには、インスタント Web 公開、カスタム Web 公開、
および ODBC と JDBC クライアントをサポートする FileMaker Server 
Advanced をご使用ください。FileMaker Server Advanced の詳細につ
いては、www.filemaker.co.jp を参照してください。

注意   インターネットにアクセスするにはインターネットサービス   
プロバイダ（ISP）が必要です。 FileMaker Pro ではインターネットア   
カウントは提供されません。
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他の機能を使用するための条件（Windows）
Windows 用の FileMaker Pro の機能を利用するには、以下のソフト    
ウェアが必要です。 

機能 必要なソフトウェア

電子メールアプリケーション 
を使用した [メールを送信]  
スクリプトステップ

Microsoft Exchange、Microsoft Outlook、Microsoft 
Outlook Express および Eudora

注意   この必要条件は SMTP メールには適用されま
せん。

電話をかける ダイヤラまたは他の Telephony API（TAPI）対応のソフ
トウェア

ODBC 機能 Microsoft Data Access Components（MDAC）バージョン  
2.8 SP1（Windows XP）または Windows DAC 6.0
（Windows Vista）。 MDAC ソフトウェアを更新するには、
Microsoft 社のホームページを参照してください。
FileMaker Pro をクライアントアプリケーションと
して使用して外部データソースにアクセスするに
は、使用中のデータソース用のサードパーティの
ドライバが必要です。
ODBC の情報については、www.filemaker.co.jp を参照し
てください。

QuickTime ムービーおよ
び画像ファイルの挿入

QuickTime 7.5 ソフトウェア（www.apple.com から入手
することができます）



他の機能を使用するための条件（Mac OS）  |  11     

他の機能を使用するための条件（Mac OS）
Mac OS 用の FileMaker Pro の機能を利用するには、以下の ソフト
ウェアが必要です。

Windows でサポートされていない機能
Windows 用の FileMaker Pro では、[AppleScript を実行] および [読み       
上げ] スクリプトステップはサポートされていません。また、 Bento  
からのファイルのインポートはサポートされていません。

Mac OS X でサポートされていない機能
Mac OS X 用の FileMaker Pro では、[電話をかける]、[オブジェクト      
を挿入]、[DDE コマンドを送信]、および [リンクの更新] スクリプト   
ステップはサポートされていません。

機能 必要なソフトウェア

電子メールアプリケーション 
を使用した [メールを送信]  
スクリプトステップ

Microsoft Exchange、Mac OS Mail メールクライアントソ
フトウェア
注意   この必要条件は SMTP メールには適用されませ
ん。

ODBC 機能 FileMaker Pro をクライアントアプリケーションとし
て使用して外部データソースにアクセスするには、
使用中のデータソース用のサードパーティのドライ
バが必要です。
ODBC の情報については、www.filemaker.co.jp を参照して
ください。

 Bento® からファイル
をインポート

Bento 2 以降のサポートされるバージョン
（www.filemaker.co.jp から入手することができます）

QuickTime ムービーおよ
び画像ファイルの挿入

QuickTime 7.5 ソフトウェア（www.apple.com から入手す
ることができます）
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旧バージョンのファイルの開き方
FileMaker Pro 10 では、旧バージョンの FileMaker Pro で作成された
ファイルを開くことができます。 詳細については、FileMaker Pro ヘ
ルプを参照してください。

FileMaker Pro の旧バージョンからのアップ
グレード
FileMaker Pro を旧バージョンからアップグレードする場合、アンイ
ンストールする前に新しいバージョンへアップグレードすることを
お勧めします。

FileMaker Pro の旧バージョンからのアップグレード手順
1. CD ケースの裏にある 35 桁のライセンスキーを使用してアップ
グレード版をインストールします。

2. プラグイン、辞書の情報、および FileMaker の新しいバージョン
の環境設定を移動します。

3. 最新バージョンのみをご使用になる場合は、旧バージョンのアク
ティベーションを解除してからアンインストールします。詳細
については、 32 ページの「FileMaker Pro のアクティベーションの
解除」 を参照してください。
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最新バージョンへアップグレードする前に、旧バージョンのアンイ
ンストールを選択する場合、旧バージョンのライセンスキーを必ず
用意してください。アップグレード用のライセンスキーで FileMaker 
Pro をインストールする場合、インストーラはインストールするコ
ンピュータのハードドライブから旧バージョンを検索します。旧
バージョンが見つからなかった場合は、旧バージョンのライセンス
キーを入力するよう求められます。

ユーザ辞書の更新
旧バージョンの FileMaker Pro でユーザ辞書に単語を追加した場合   
は、FileMaker Pro 10 でもその辞書を使用することができます。ユー   
ザ辞書の変換の詳細については、FileMaker Pro ヘルプを参照してく  
ださい。

ボリュームライセンスでのインストール
ボリュームライセンスで複数の FileMaker Pro をインストールする   
場合、またはサイレントインストールを行いたい場合は、処理を自
動化することができます。FileMaker Pro CD に含まれている   
「Assisted Install.txt」ファイルを使用して、インストールダイアログ 
ボックスをバイパスすることができます。詳細については、
『FileMaker Pro ネットワークインストールセットアップガイド』を参  
照してください。ボリュームライセンスの詳細については、
www.filemaker.co.jp を参照してください。
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第 2 章
Windows での FileMaker Pro の

インストール

インストール作業を開始する前に、実行中のプログラムをすべて終
了し、作業内容を保存してください。 FileMaker Pro の最新情報につ   
いては、CD の内容を参照して「お読みください」を読むか、 
www.filemaker.co.jp を参照してください。

インストール参考事項

FileMaker Pro をインストールする前に、次の参考事項を確認してく  
ださい。
1 FileMaker Pro をインストールするには、管理者権限が必要で、管  
理者のユーザ名ならびにパスワードを使用する必要があります。

1 ご使用のコンピュータでウィルス保護ソフトウェアが実行され
ている場合は、FileMaker Pro をインストールする前に終了し、イ  
ンストール後に再度実行してください。

1 デフォルトでは、FileMaker Pro は次のフォルダにインストールさ  
れます。  
C:¥Program Files¥FileMaker¥FileMaker Pro 10  
インストール中に別のドライブまたは別のフォルダを選択する
ことができます。

1 デフォルトでは、FileMaker Pro Advanced は次のフォルダにイン   
ストールされます。  
C:¥Program Files¥FileMaker¥FileMaker Pro 10 Advanced  
インストール中に別のドライブまたは別のフォルダを選択する
ことができます。
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1 インストール中に、すべてのプログラム機能をインストールす
る [すべて]、またはプログラムの一部をインストールする [カス
タム]を選択します。 たとえば、ディスクの空き容量を確保する
ために、特定の機能をインストールしないこともできます。

1 インストールの開始時に、FileMaker Pro インストーラの言語バー  
ジョンを選択します。 デフォルトで選択される言語バージョン 
は、オペレーティングシステムの言語と同じです。 [すべて] でイ  
ンストールする場合は、選択した言語バージョンのみがインス
トールされます。 [カスタム] を選択し、サポートされている言語  
の一覧から他の言語パックを選択することで、追加の言語バー
ジョンをインストールできます。

1 アップグレードインストールまたはソフトウェアアップグレー
ドの実行前に、FileMaker ソフトウェアはハードドライブおよび 
システムに接続しているボリュームすべてをスキャンして旧
バージョンを検索します。 複数のドライブまたはボリュームが 
ある場合は、このスキャンに数分かかる場合があります。

FileMaker Pro のインストール
FileMaker Pro をインストールするには、インストールプログラムを  
使用する必要があります。ファイルをハードディスクにドラッグし
ても、FileMaker Pro はインストールできません。 

インストールされたすべてファイルのレジストリエントリとパスの
一覧を記録したインストールログファイルを作成する場合は、
FileMaker Pro をコマンドラインからインストールする必要がありま  
す。 18 ページの「コマンドラインからの FileMaker Pro のインストー     
ル」 を参照してください。

FileMaker Pro をハードディスクにインストールするには:

1. 次の操作を行います。

1 CD-ROM を CD-ROM ドライブまたは DVD ドライブに挿入し
ます。
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1 [FileMaker CD] ウインドウが開いてから、[インストール] アイ   
コンをクリックします。 

2. 画面上の指示に従って FileMaker Pro をインストールします。

インストールに関する問題の詳細については、15 ページの「イン 
ストール参考事項」を参照してください。

3. インストールが終了したら、[完了] をクリックします。
[ユーザ登録 ] ダイアログボックスが表示されます。

FileMaker Pro の登録
ご購入いただいた製品について、テクニカルサポートやバー
ジョンアップサービスを受けるためには、ユーザ登録を行って
いただく必要があります。プロンプトに従って、登録、製品、
および詳細情報を入力します。

FileMaker Pro の評価版を試用している場合は、使用する前にソ
フトウェアを登録する必要があります。

FileMaker Pro の [ヘルプ ] メニューから [ユーザ登録 ] を選択し
て、登録することもできます。

クリックしてアプリ
ケーションをインス
トールします

クリックする
と終了します

クリックすると 
CD-ROM の内容
を参照できます
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コマンドラインからの FileMaker Pro のイ   
ンストール

コマンドラインから FileMaker Pro をインストールして、インストー   
ルログファイルを作成するには、次の操作を行います。
1. CD-ROM を CD-ROM ドライブまたは DVD ドライブに挿入しま     
す。 

2. コマンドウインドウを開きます。

3. コマンドウインドウで、次のコマンドを入力します。
E:¥Files¥setup.exe /v"/Lr 
C:¥FMP10InstallLog.txt"

「E:」は、CD-ROM ドライブまたは DVD ドライブです。 CD-ROM    
ドライブまたは DVD ドライブに別のドライブ文字を使用する場  
合は、その文字を「E」の代わりに入力します。

4. 画面の指示に従います。
「FMP10InstallLog.txt」ファイルがハードディスクのルートディ
レクトリに作成されます。 このファイルは、ワードパッドまた
はワードプロセッサプログラムで表示することができます。

Bonjour のインストールについて
Bonjour のサービスを使用すると、IP ネットワーク上のコン  
ピュータ、デバイス、およびサービスを自動で検出することがで
きます。 リモートホストを検出できるようにするには、 Bonjour  
をインストールする必要があります。 

Bonjour がインストールされていないか、またはサービスが実行
中でない場合、FileMaker Pro はリモートネットワークを検出す
ることができません。 たとえば、[共有ファイルを開く ] ダイア
ログボックス内でホストされているデータベースを表示したり、
外部データソースとして使用するリモートファイルの一覧を表
示できません。

Bonjour がない場合は、リモートデータベースの IP アドレスを
手動で入力する必要があります。
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FileMaker Pro のインストール中、インストーラは次の手順を使
用します。

1 Bonjour が検出されない場合は、インストーラによって警告
が表示され、Bonjourをインストールするようメッセージが
表示されます。

1 FileMaker でサポートされていないバージョンの Bonjour のイ
ンストールが検出された場合は、インストーラによって警告
が表示されます。 Bonjour を手動でアンインストールし、
FileMaker でサポートされているバージョンの Bonjour を手動
でインストールするようメッセージが表示されます。

1 FileMaker でサポートされているバージョンの Bonjour のイン
ストールが検出された場合は、インストーラによる警告は表
示されず、Bonjour のインストールは行われません。

Bonjour を手動でインストールするには、次の操作を行います。

1. FileMaker Pro インストールフォルダを開きます。

2. 「Bonjour」フォルダを開きます。
3. Windows のバージョンに基づいて 32 ビットまたは 64 ビット
フォルダを開きます。

4. Bonjour セットアップアイコンをダブルクリックします。

5. 画面の指示に従って Bonjour をインストールします。

ハードディスク上でのファイルの保存場所
FileMaker Pro インストーラにより、オペレーティングシステムおよ  
び選択したインストールオプションに応じて、ハードディスク上の
複数のフォルダにファイルがコピーされます。 コマンドラインイン 
ストールを実行してインストールログファイルを指定した場合は、
インストールされた各ファイルの保存場所を記録したインストール
ログファイルを参照することができます。
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FileMaker Pro 10 の削除、変更、または修復
重要   FileMaker Pro のアンインストールを行う前に、ソフトウェア     
のアクティベーションを解除してください。 詳細については、32 
ページの「FileMaker Pro のアクティベーションの解除」を参照して  
ください。

Windows XP のコントロールパネルの [プログラムの追加と削除]、ま   
たは Windows Vista のコントロールパネルの [プログラムと機能] を     
使用して、FileMaker Pro を削除したり、失われたファイルや壊れた  
ファイルを自動的に修復したり、インストールする機能を変更する
ことができます。 詳細については、Windows ヘルプを参照してくだ  
さい。

FileMaker Pro を変更または修復する場合は、ライセンスキーを入力  
するようプロンプトが表示されることがあります。

FileMaker Pro のキャッシュサイズの変更
FileMaker Pro は、データベースの一部を内部キャッシュに保持しま  
す。 使用しているコンピュータのメモリ設定によっては、キャッ 
シュサイズを変更してコンピュータのパフォーマンスを向上させる
ことができます。

次のような場合、キャッシュサイズを増加することをお勧めします。
1 作業するデータベースファイルのサイズが大きい場合
1 複数のデータベースファイルで同時に作業する場合
1 ホストとしてデータベースファイルを開く場合
1 多数のグラフィックを含むデータベースファイルを使用する場合
1 データベースファイルにサイズの大きいグラフィックを挿入す
る場合

限られたメモリ （RAM）量で複数のアプリケーションを同時に起動す 
る場合は、キャッシュサイズを削減することをお勧めします。

注意   FileMaker Pro に割り当てるキャッシュサイズを増減させる     
と、FileMaker Pro の実行に必要なメモリ量も増減します。



この後の作業を開始するにあたって  |  21    

メモリ管理方法の詳細については、コンピュータに付属のドキュメ
ントを参照してください。

FileMaker Pro で使用するキャッシュサイズを変更するには、次の操  
作を行います。
1. FileMaker Pro の [編集] メニューから  [環境設定...] を選択します。

[環境設定] ダイアログボックスが表示されます。

2. [メモリ] タブをクリックします。

3. [ファイルキャッシュの変更:] ボックスに数値を入力してから、  
[OK] をクリックします。

次回 FileMaker Pro を起動すると、指定したキャッシュサイズが使用   
されるようになります。

この後の作業を開始するにあたって

FileMaker Pro のインストール終了後、アプリケーションで直ちに作  
業を開始することができます。 実際の作業に取りかかる前に、以下 
を参考にしてください。
1 データベースを初めてご使用になる方は、『FileMaker Pro ユー
ザーズガイド』の第２章「データベースの使用」および第３章
「データベースの作成」をお読みください。ここではデータベー
スの基本概念が説明されています。

1 FileMaker Pro を初めてご使用になる方は、『FileMaker Pro チュー    
トリアル』のレッスンを行ってください。 チュートリアルの PDF  
ファイルとサンプルファイルは、「日本語エキストラ」フォルダ
内の「チュートリアル」フォルダにあります。

1 FileMaker Pro の使用経験がある方は、このガイドの第 5 章の
「新機能」をお読みください。FileMaker Pro 10 で利用できる新
しい機能の概要が紹介されています。 

1 既成のソリューションや テクニカルサポートインフォメー
ション、および FileMaker Knowledge Base などの FileMaker の 
Web サイトにあるリソースにアクセスするには、[ヘルプ ] メ
ニューから [リソースセンター ] を選択してください。
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1 FileMaker Pro Advanced を す で に 利 用 し て い る ユ ー ザ は、   
『FileMaker Pro Advanced デベロップメントガイド』および   
FileMaker Pro ヘルプを参照してください。



第 3 章
Mac OS での FileMaker Pro の

インストール

インストール作業を開始する前に、実行中のプログラムをすべて終
了し、作業内容を保存してください。 FileMaker Pro の最新情報につ   
いては、CD の内容を参照して「お読みください」を読むか、 
www.filemaker.co.jp を参照してください。

インストール参考事項

FileMaker Pro をインストールする前に、次の参考事項を確認してく  
ださい。
1 FileMaker Pro をインストールするには、管理者権限が必要で、管  
理者のユーザ名ならびにパスワードを使用する必要があります。

1 ご使用のコンピュータでウィルス保護ソフトウェアが実行され
ている場合は、FileMaker Pro をインストールする前に終了し、イ  
ンストール後に再度実行してください。

1 インストール中に、すべてのプログラムファイルをインストールす
る [簡易インストール]、またはプログラムの一部をインストール 
する [カスタムインストール] を選択します。 たとえば、ディスク   
の空き容量を確保するために、特定の機能をインストールしないこ
ともできます。

1 [簡易インストール] を選択した場合は、オペレーティングシステ 
ムと同じ言語の FileMaker Pro がインストールされます。 [カスタ    
ムインストール] を選択し、サポートされている言語の一覧から 
他の言語パックを選択することで、追加の言語バージョンをイン
ストールできます。
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1 アップグレードインストールまたはソフトウェアアップグレー
ドの実行前に、FileMaker ソフトウェアはハードドライブおよび 
システムに接続しているボリュームすべてをスキャンして旧
バージョンを検索します。 複数のドライブまたはボリュームが 
ある場合は、このスキャンに数分かかる場合があります。

FileMaker Pro のインストール
FileMaker Pro をインストールするには、インストールプログラムを  
使用する必要があります。ファイルをハードディスクにドラッグし
ても、FileMaker Pro はインストールできません。

FileMaker Pro をハードディスクにインストールするには:

1. 次の操作を行います。
1 CD-ROM を CD-ROM ドライブまたは DVD ドライブに挿入し
ます。

1 [FileMaker CD] ウインドウを開きます。 

2. FileMaker Pro のインストールアイコンを探してダブルクリックし   
ます。

3. プロンプトが表示されたら、Mac OS の管理者ユーザ名とパスワー   
ドを入力します。

4. 画面の指示に従って、FileMaker Pro をインストールします。

FileMaker Pro 10  
インストーラ
アイコン
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インストールに関する問題の詳細については、23 ページの「イン 
ストール参考事項」を参照してください。

5. インストールが終了したら、[終了] をクリックします。
インストールが終了すると、ユーザ登録ダイアログボックスが表
示されます。

FileMaker Pro の登録
ご購入いただいた製品について、テクニカルサポートやバー
ジョンアップサービスを受けるためには、ユーザ登録を行って
いただく必要があります。プロンプトに従って、登録、製品、
および詳細情報を入力します。

FileMaker Pro の評価版を試用している場合は、使用する前にソ
フトウェアを登録する必要があります。

FileMaker Pro の [ヘルプ ] メニューから [ユーザ登録 ] を選択し
て、登録することもできます。

ハードディスク上でのファイルの保存場所
FileMaker Pro インストーラにより、オペレーティングシステムおよ  
び選択したインストールオプションに応じて、ハードディスク上の
複数のフォルダにファイルがコピーされます。 インストールが完了 
したら、「FileMaker Pro 10」フォルダ内にある「Installer Log File」を    
表示することができます。 このログファイルには、インストールさ 
れた各ファイルの保存場所が記録されています。 このファイルは、 
テキストエディットまたはワードプロセッサプログラムで表示する
ことができます。
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ODBC クライアントドライバのインストール
FileMaker Pro の ODBC サポートを使用することで、Oracle のデータ
ベースなど、コンピュータやネットワーク上の他のアプリケーショ
ンからデータを操作することができます。 ODBC の使用法や、ドライ
バのベンダーなどの情報については、www.filemaker.co.jp を参照して
ください。

FileMaker Pro 10 のアンインストール
重要  FileMaker Pro をアンインストールする前に、ソフトウェアの
アクティベーションを解除してください。 詳細については、 
32 ページの「FileMaker Pro のアクティベーションの解除」を参照
してください。

FileMaker Pro 10 をアンインストールするには、次の操作を行い
ます。

1. FileMaker Pro 10 のアクティベーションを解除します。 

2. FileMaker Pro 10 または FileMaker Pro 10 Advanced フォルダと
すべての内容をアプリケーションフォルダからゴミ箱にド
ラッグします。

3. FileMaker Pro または FileMaker Pro Advanced の環境設定ファイ
ルをゴミ箱にドラッグします。 

環境設定ファイルのパス名は、次のとおりです。

FileMaker Pro の場合 : <ホーム >/ライブラリ /Preferences/
FileMaker Preferences/ FileMaker Pro 10.0 Prefs 

FileMaker Pro Advanced の場合 : <ホーム >/ライブラリ /
Preferences/FileMaker Preferences/ FileMaker Pro 10.0A Prefs

FileMaker Pro のキャッシュの調整
Mac OS では必要に応じて動的にアプリケーションにメモリが割り  
当てられるため、FileMaker Pro アプリケーションに特定の量のメモ  
リを割り当てるように設定することはできません。ただし、
FileMaker Pro のキャッシュサイズを調整することは可能です。



この後の作業を開始するにあたって  |  27    

次のいずれかの項目を実行する場合は、キャッシュサイズを増やすこ
とができます。
1 作業するデータベースファイルのサイズが大きい場合
1 複数のデータベースファイルで同時に作業する場合
1 ホストとしてデータベースファイルを開く場合
1 多数のグラフィックを含むデータベースファイルを使用する場合
1 データベースファイルにサイズの大きいグラフィックを挿入す
る場合

限られたメモリ （RAM）量で複数のアプリケーションを同時に起動す 
る場合は、キャッシュサイズを削減することをお勧めします。

FileMaker Pro で使用するキャッシュサイズを変更するには、次の操  
作を行います。
1. FileMaker Pro で [FileMaker Pro] メニューから  [環境設定...] を選択         
して、[メモリ] タブをクリックします。[ファイルキャッシュの 
変更:] ボックスに数値を入力してから、[OK] をクリックします。

次回 FileMaker Pro を起動すると、指定したキャッシュサイズが使用   
されるようになります。

この後の作業を開始するにあたって

FileMaker Pro のインストール終了後、アプリケーションで直ちに作  
業を開始することができます。 実際の作業に取りかかる前に、以下 
を参考にしてください。
1 データベースを初めてご使用になる方は、『FileMaker Pro ユー
ザーズガイド』の第２章「データベースの使用」および第３章
「データベースの作成」をお読みください。ここではデータベー
スの基本概念が説明されています。

1 FileMaker Pro を初めてご使用になる方は、『FileMaker Pro チュー    
トリアル』のレッスンを行ってください。 チュートリアルの PDF  
ファイルとサンプルファイルは、「日本語エキストラ」フォルダ
内の「チュートリアル」フォルダにあります。
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1 FileMaker Pro の使用経験がある方は、このガイドの第 5 章の
「新機能」をお読みください。 FileMaker Pro 10 で利用できる新し
い機能の概要が紹介されています。 

1 既成のソリューションや テクニカルサポートインフォメー
ション、および FileMaker Knowledge Base などの FileMaker の 
Web サイトにあるリソースにアクセスするには、[ヘルプ ] メ
ニューから [リソースセンター ] を選択してください。

1 FileMaker Pro 10 Advanced をすでに利用しているユーザは、    
『FileMaker Pro Advanced デベロップメントガイド』および   

FileMaker Pro ヘルプを参照してください。



第 4 章
FileMaker Pro の
アクティベーション

FileMaker Pro ソフトウェアでは、オンラインのアクティベーション
技術を使用して、ユーザまたは企業（事業所）に正規の FileMaker 
ソフトウェアがあることを確実にします。 アクティベーションは、
不正なソフトウェア頒布から FileMaker, Inc. を保護するためにも役
立ちます。

注意  ボリュームライセンスプログラムで FileMaker Pro をお買い
上げいただいている場合は、ソフトウェアのアクティベーション
は必要はありません。

FileMaker Pro のアクティベーションについて
FileMaker Pro をアクティベートするまでは、アプリケーションを
開始するたびに [FileMaker アクティベーション ] ダイアログボッ
クスが表示されます。アクティベーションプロセス中は、
FileMaker アクティベーションサーバーによって、お客様のコン
ピュータからライセンスキーおよび固有のマシン ID が取得され
ます。このプロセスから、お客様の個人情報が収集されること
はありません。 

アクティベーションプロセスでは、同時使用ではない最大２台
のコンピュータ上で FileMaker Pro の使用がサポートされます。 
詳細については、ソフトウェアをインストールしたアプリケー
ションフォルダにある FileMaker Pro または FileMaker Pro 
Advanced のソフトウェアライセンスを参照してください。
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インターネット経由でのソフトウェアのアクティベー
ション
次の表を使用して、インターネット経由で FileMaker Pro のアク
ティベーションを行います。 電話で FileMaker Pro のアクティ
ベーションを行うには、31 ページの「電話によるソフトウェア
のアクティベーション」 を参照してください。 

目的 FileMaker Pro で実行する操作

起動時に FileMaker Pro を
アクティベートする

[FileMaker アクティベーション ] ダイアログボックス
で、[アクティベート ] をクリックします。

製品版ソフトウェアを後
でアクティベートする

[FileMaker アクティベーション ] ダイアログボックス
で、[後でアクティベート ] をクリックします。

製品版ソフトウェアを試
用期間中にアクティベー
トする

[ヘルプ ] メニュー から [アクティベート ] を選択しま
す。 [FileMaker アクティベーション ] ダイアログボック
スで、[アクティベート ] をクリックします。

評価版ソフトウェアをア
クティベートする

起動時に、ダイアログボックスで [ライセンスキー ] を
クリックして、ライセンスキーを入力して、[アクティ
ベート ] をクリックします。 ソフトウェアを使用してい
る場合は、[ヘルプ ] メニュー から [アクティベート ] 
を選択します。 [FileMaker アクティベーション ] ダイア
ログボックスで、ライセンスキーを入力して、[アク
ティベート ] をクリックします。評価版のアクティ
ベーションの詳細については、32 ページの 「ソフト
ウェア評価版のアクティベーション」を参照してくだ
さい。

FileMaker Pro ソフトウェ
アのアクティベーショ
ンを解除する

[ヘルプ] メニュー から [アクティベーションの解除...] を選
択します。 ソフトウェアを電話でアクティベートした場合
は、電話でのみアクティベーションを解除できます。電話
でのアクティベーションまたはアクティベーションの解
除の詳細については 、 31 ページの「電話によるソフト
ウェアのアクティベーション」 を参照してください。
重要   FileMaker Pro をアンインストールするには、
その前にアクティベーションを解除する必要があり
ます（たとえば、後から別のコンピュータ上にイン
ストールする場合、または使用中のオペレーティン
グシステムをアップグレードする場合など）。ソフト
ウェアのアクティベーションの解除の詳細について
は 、 32 ページの「FileMaker Pro のアクティベーショ
ンの解除」 を参照してください。
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電話によるソフトウェアのアクティベーション
インターネットに接続していないか、ネットワークセキュリ
ティ上の制限が原因で FileMaker Pro をオンラインでアクティ
ベーションを行えない場合は、電話でソフトウェアのアクティ
ベーションを行うことができます。

まだソフトウェアのアクティベーションを行っていない場合で、
インターネットにも接続していない場合は、アプリケーション
起動時に、[電話で FileMaker アクティベーション ] ダイアログ
ボックスが表示されます。 画面に表示されるダイアログボックス
を使用して、FileMaker Customer Assistanceにお問い合わせくだ
さい。電話番号は製品に同梱されている『FileMaker Customer 
Services』ドキュメントに記載されています。リクエストコード
およびライセンスキーを尋ねられます。 カスタマサポートより該
当する応答コードが提供され、ソフトウェアはアクティベート
されます。

注意  電話でソフトウェアのアクティベーションを行った場合
は、電話でアクティベーションを解除する必要があります。 詳細
については、 32 ページの「FileMaker Pro のアクティベーションの
解除」 を参照してください。

アクティベーションの試用期間について
最初に FileMaker Pro を起動した際にインターネットに接続して
いなかった場合でも、アクティベーションの試用期間の 30 日間
は FileMaker Pro を使用できます。 試用期間の間はソフトウェア
を開くたびに、試用期間の残り日数を示すアクティベーション
ダイアログボックスが表示されます。 

試用期間後に FileMaker Pro の使用を続行するには、インター
ネットまたは電話でアクティベーションプロセスを完了させる
必要があります。

注意  評価版には、アクティベーションの試用期間はありません。
ソフトウェアの使用を続行するには、評価期間内にソフトウェア
を購入する必要があります。
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ソフトウェア評価版のアクティベーション
アクティベーションの仕組みは、評価版および購入されたソフ
トウェアでは異なります。評価のユーザには、ソフトウェアを
購入するまでに評価期間（通常 30 日）が与えられます。この評
価期間内は、いつでもソフトウェアを購入して、起動時にライ
センスキーを入力することでソフトウェアをアクティベートす
ることができます。 評価期間の終了後にソフトウェアの使用を続
行するためには、ソフトウェアを購入してすぐにアクティベー
トする必要があります。

FileMaker Pro のアクティベーションの解除
何らかの理由で FileMaker Pro をアンインストールする必要があ
る場合は、その前にまずソフトウェアのアクティベーションを
解除してください。これにより、他のコンピュータにアクティ
ベーションを移したり、現在使用中のコンピュータのオペレー
ティングシステムをインストールまたはアップグレードした後
に再度アクティベートすることができます。

FileMaker Pro のアクティベーションを解除し、アンインストー
ルするには、次の操作を行います。

1. 現在使用中のマシンで、FileMaker Pro ソフトウェアのアク
ティベーションを解除します。

1 インターネット経由でアクティベートした場合は、[ヘル
プ ] メニューから [アクティベーションの解除 ...] を選択
してアクティベーションを解除します。

1 電話でアクティベートした場合は、電話でアクティベー
ションを解除する必要があります。コンピュータを起動
した状態で、ソフトウェアをアクティベートした際に使
用した電話番号と同じ番号を使用して、FileMaker 
Customer Assistance に電話します。[電話で FileMaker アク
ティベーション ] ダイアログボックスに表示される、応
答コードおよびライセンスキーを尋ねられます。

2. 現在使用中のマシンから、FileMaker Pro ソフトウェアをアン
インストールします。
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注意
1 FileMaker Pro を同じマシン、または別のマシンに再インス
トールする場合、再インストール後にソフトウェアのアク
ティベーションを行います。

1 ソフトウェアのアクティベーションの解除を行わずに 
FileMaker Pro の同じコピーを別のマシンに後からインストー
ルしたり、オペレーティングシステムの再フォーマットを
行って FileMaker Pro を再インストールすると１台のマシン用
のアクティベーションサポートを失います。
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第 5 章
新機能

この章では、FileMaker Pro 10 の新機能と改善点の概要について説明
します。これらの機能の詳細については FileMaker Pro ヘルプを参照
してください。

ユーザビリティの改善
1 ステータスツールバー — ステータスエリアのデザインが変更さ
れ、FileMaker Pro ウインドウの上部にツールバーとして表示され
るようになりました。これを使用して、大部分の作業を実行で
きます。たとえば、検索モードまたはブラウズモードで検索条
件を実行するには、ステータスツールバーを使用します。ス
テータスツールバー上にマウスポインタをドラッグすると、
ポップアップヘルプが表示されます。

1 保存済み検索— 複雑な検索条件を今後の FileMaker Pro セッショ
ンで使用するために保存したり、ステータスツールバーのボタ
ンを使用して最近使った検索にアクセスすることができます。

1 検索モードにおける改善 — データベースの検索に使用できる
フィールドを アイコンで表示するようになりました。

1 レイアウトオブジェクトのポップアップヘルプ — ユーザがブラ
ウズモードまたは検索モードでレイアウトオブジェクト上にポ
インタを移動したときに表示する説明テキストを、FileMaker Pro 
を使用して追加できるようになりました。

1 FileMaker クイックスタート画面 — Excel ファイルや Bento 2 以降
のサポートしているバージョンのファイルから FileMaker Pro 
データベースを作成できます。[詳細 ...] パネルから、ビデオや 
FileMaker チュートリアルなどの資料にアクセスできます。

1 Starter Solutions の改善 — 更新された Starter Solution テンプレート
を使用し、FileMaker Pro の新機能を活用してデータベースを作成
できます。

1 詳細修復オプション — 破損が疑われるファイルに対して一貫性
チェックを実行し、修復する特定のファイルコンポーネントを
選択してファイルのステータスに関する情報を表示することが
できます。ファイル修復処理の実行中と実行後のどちらでも、
詳細なファイル修復ログを表示できます。
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1 動的な集計レポート — データ変更時にブラウズモードで、再計
算された集計値をリアルタイムで表示できます。 

1 レイアウトスタイルの追加 — 新規レイアウト /レポートアシスタ
ントで新しいレイアウトスタイルを選択して、より効果的なレ
ポートを作成できます。

1 ソート順 — レコードを対象レコードに追加するときに、新規レ
コードをソート順で表示します。

共有と協調
1 ODBC データソース（外部 SQL ソース（ESS））のサポート — 

Microsoft SQL Server 2008、Oracle 11g、および MySQL 5.1 
Community Edition の SQL テーブルからのデータの表示、アクセ
ス、使用が可能です。ODBC データソーステーブル内のフィー
ルドを使用して値一覧を定義します。Windows 認証（シングル
サインオン）を使用して、Microsoft SQL Server からの ODBC 
データにアクセスします。ODBC データソースからの SQL でサ
ポートされているタイムスタンプのデータに正確にアクセスし
ます。 

1 Microsoft Excel 2007/2008 — データを Excel 2007/2008 形式のファイ
ルとしてインポート /エクスポートできます。

1 Bento 2 からのデータのインポートのサポート（Mac OS）— 
FileMaker Pro の標準のインポート手順を使用して、Bento 2 以降
のサポートしているバージョンのデータソースから FileMaker Pro 
のファイルに情報を転送できます。

1 SMTP による電子メールの直接送信のサポート — [ファイル ] メ
ニューから [メールを送信 ...] を選択するか、スクリプトを使用
して、電子メールクライアントソフトウェアを使用せずに 
FileMaker Pro ファイルから直接電子メールメッセージを送信でき
ます。

スクリプト処理
1 スクリプトトリガ — ユーザまたはスクリプトによるフィールド
の入力、変更、終了時、キー入力、フィールド修正、レコード
確定などの特定のイベントの発生時に、スクリプトを実行する
ように指定できます。 
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1 スクリプトのユーザインターフェースの改善 — [スクリプトの管
理 ] 機能（旧バージョンでは ScriptMaker）を使用して、独自に
スクリプトを作成する際に基礎として使用できるデフォルトの
スクリプトを表示したり、個々のスクリプトステップが Web 公
開や FileMaker Server のスケジュールでサポートされているかど
うかを確認できるようになりました。 [スクリプトの管理 ] ダイ
アログボックスは、FileMaker Pro ウインドウが最大化されてい
る場合に最大化の状態で開かなくなりました。

1 エラー報告の改善 — 制御に関連するスクリプトステップで、
FileMaker Pro が最後に報告したエラー状態がクリアされなくなり
ました。

関数とスクリプトステップ
1 [OnTimer スクリプトをインストール ] スクリプトステップ — 指
定したスクリプトを指定した間隔で実行します。

1 [保存済み検索を開く] スクリプトステップ — [保存済み検索を編
集 ] ダイアログボックスを開きます。ここで、新しい検索ステー
トメントを作成したり、既存の検索ステートメントを編集する
ことができます。

1 [印刷 ] スクリプトステップ — スクリプトの実行時に、指定した
対象プリンタを任意の長さの名前で保存できるようになりまし
た。

1 [フィールドを名前で設定 ] スクリプトステップ — If...Else 構造体
で指定可能な各フィールド名を指定しなくても、計算式を使用
してスクリプト内でフィールド名を動的に指定できるようにな
りました。

1 Char (数値 ) 関数 — 指定した数値の Unicode ポイントを表す文字
または文字列を返します。 

1 Code (テキスト ) 関数 — 指定したテキスト文字の１つまたは複数
の Unicode ポイントを数字形式で返します。 

1 GetFieldName (フィールド ) 関数 — 完全修飾フィールド名を返し
ます (テーブル名 ::フィールド名 )。

1 Get (ドキュメントパス一覧 ) 関数 — Get (ドキュメントパス ) 関数
で返されたフォルダにあるファイルおよびフォルダの再帰リス
トを返します。
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1 Get (トリガキー入力 ) 関数 — OnObjectKeystroke または 
OnLayoutKeystroke スクリプトトリガを有効にしたテキスト文字
列を返します。

1 Get (トリガ修飾キー) 関数 — スクリプトがトリガされたときの、
キーボードの修飾キー (Shift キーや Control キーなど ) の状態を返
します。
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